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令和元年度事業報告書 

 

一般社団法人全国漁業就業者確保育成センター 

第１ 組織運営状況 

２０１９年度は５月１日より元号が平成から令和に変わり新しい時代の幕開けとな

った。当センターには日本捕鯨協会・宮城県北部船主協会の２団体より入会申し込みが

あり、また、くら寿司株式会社からは入会及び就業対策にかかる支援の申し出があった。

２団体１社が賛助会員に加わり組織体制は下記の通りとなった。 

 

【会員及び理事及び監事】 

  会員数 正会員５名、賛助会員１７団体 

  理 事 ５名（うち１名は代表理事） 監 事 ２名 

正 会 員 小坂 智規（代表理事） 

三浦 秀樹（理  事） 

小林 憲 （理  事） 

圡屋 和 （理  事） 

納富 善裕（理  事） 

賛助会員（団体） 全国漁業協同組合連合会 

一般社団法人大日本水産会 

株式会社アール・ピー・アイ 

日本かつお・まぐろ漁業協同組合 

一般社団法人全国いか釣り漁業協会 

全国さんま棒受網漁業協同組合 

一般社団法人全国まき網漁業協会 

一般社団法人全国底曳網漁業協会 

一般社団法人全国近海かつおまぐろ漁業協会 

一般社団法人日本トロール底魚協会 

一般社団法人日本定置漁業協会 

日本遠洋旋網漁業協同組合 

一般社団法人海外まき網漁業協会 

全国内水面漁業協同組合連合会 

日本捕鯨協会 

宮城県北部船主協会 

くら寿司株式会社 

監  事 田中 要範 

平井 克則 
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【平成３０年度事業監事監査】 

 令和元年５月３１日（金）１０：３０～１１：３０（就業者センター事務所内） 

第１号議案  平成３０年度事業報告及び収支決算について 

第２号議案  その他 

【第１回理事会】  

令和元年６月６日（木）１０：３０～１０：４５ （大日本水産会大会議室） 

第１号議案  平成３０年度事業報告及び収支決算について 

第２号議案  会員の入会について 

第３号議案  その他 

 

【社員総会】 

令和元年６月６日（木）１０：４５～１１：００ （大日本水産会大会議室） 

第１号議案  平成３０年度事業報告及び収支決算について 

第２号議案  その他 

 

【第２回理事会】  

令和元年７月２４日（水）１６：３０～１６：４５ （就業者センター事務所） 

第１号議案  役員の選任について 

第２号議案  会員の入会について 

第３号議案  その他 

 

【臨時社員総会】 

令和元年７月２４日（水）１６：４５～１７：００ （就業者センター事務所） 

第１号議案  役員の選任について 

第２号議案  その他 

 

【第３回理事会】  

令和元年１２月２４日（火）１１：００～１２：００ （大日本水産会大会議室） 

第１号議案  会員の入会について 

第２号議案  その他 

 

【第４回理事会】  

令和２年３月２３日（月）１３：３０～１４：３０ （大日本水産会大会議室） 

第１号議案  令和２年度事業計画案及び収支予算案について 

第２号議案  業務執行に係る契約の締結について 

第３号議案  その他 
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【組織の機構及び事務局】 

 機構図 

                                        
     

総  会 
           

                

                     

                          

監  事 
 

理事会 
  代表理事 

会長 

      

        

                           

          
事務局 事務局長 

業務部長 

事務課長 

事務係長 

          

              

              

              

                    

 

 

第２ 事業実施状況報告 

 

令和元年度において、水産業界の重要な課題である新規就業者対策及び漁船操業安全

対策について、水産庁補助事業を通じ計画通り取り組んだ。また国の補正予算により令

和２年３月、新規就業者対策にかかる追加交付決定を受けた。 

実施した事業概要は次のとおりである。 

 

（１）新規就業者対策としては、漁業人材育成総合支援事業（令和元年度当初予算）

及び漁業担い手確保緊急支援事業（令和元年度補正予算）を実施した。 

 

・次世代人材投資（準備型）事業については、申請に基づき支援金を支給した。 

・漁業への就業希望者が円滑に漁業に就業できるよう漁業準備講習会及び漁業就業支援

フェアを開催し、マッチングした者等漁業未経験者に対し現場研修を実施した。 

 本年度は例年開催している令和元年６月７月の夏のフェアのほか、出展者及び来場者

両者からの希望により令和２年２月２９日に東京にてフェア開催を計画したが、新型コ

ロナウィルス感染拡大防止のため政府からの大規模イベント自粛要請を受け、直前の中

止となった。 

・漁業への着業５年未満の新規就業者等が、漁業就業に必要な技術習得をする際に支援

を行った。 

・各都道府県に設置されている事業実施機関に対し、事業が円滑に行われるよう指導を

行った。 
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・防衛省により任期制自衛隊員向けの就職相談会が令和元年８月６日、１１月１９日東

京及び９月１０日名古屋にて開催され、これに参加した。 

・令和元年６月４日函館少年刑務所を訪問し、船舶職員科の職業訓練を行っている受刑

者６名と別の職業訓練を行っている受刑者のうち参加希望のあった１１名が参加し計

１７名に対し漁業講話を行った。講話終了後、参加した漁業会社と個別での就職相談を

行った。 

・「漁船乗組員確保養成プロジェクト」に参画し、会合等に参加した。また、「水産高校

卒業生の定着状況調査」及び「漁業ガイダンス参加者（生徒）アンケート」のとりまと

めを行いプロジェクト会合及び全日本海員組合主催の令和元年６月７日仙台での会議

で報告した。 

・全国２１校の水産・海洋系高等学校において計２４回の漁業ガイダンスを開催した。 

・東京都内の水産生物関係の専門学校において漁業ガイダンスを開催した。 

・大阪の私立高校より進路ガイダンスへの参加要請があり参加した。 

 

予算名 補助金 実施期間 

漁業人材育成総合支援事業 

 

 

 

 

漁業担い手確保緊急支援事

業 

【令和元年度当初予算】 

予算額    726,163 千円 

実績額    696,004 千円 

国庫返納金  30,159 千円 

 

【令和元年度補正予算】 

予算額     99,996 千円 

実績額        0 円 

次期繰越金  99,996 千円 

 

平成３１年４月１日～ 

令和２年３月３１日 

 

 

 

令和２年３月６日～ 

令和２年３月３１日 

（次年度へ繰越承認取得済） 

 

項  目 内  容 

運営企画委員会・運営委員会開催 令和元年度事業計画等 ６月６日 

 

次世代人材投資（準備型）事業 

 

漁業への就業に向け、都道府県が認める研修を実施す

る漁業学校等において研修を受ける者に最長２年間支

援金を支給 

◆申請状況   申請者４０名 

（内訳）北海道  １名  岩手県  ２名 

宮城県  ４名  福井県  1名 

静岡県 １９名  京都府  １名 

徳島県  ２名  香川県  １名 

    熊本県  ２名  宮崎県  ６名 

    鹿児島県 １名 
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漁業就業支援フェア開催 ◆福岡 西鉄ホール 

   ６月１５日（出展４０団体、来場 ９１名） 

◆東京 池袋サンシャインシティ 

   ７月 ６日（出展９２団体、来場 ４５０名） 

◆大阪 OMM ビル 

   ７月２0 日（出展７４団体、来場 ２２１名） 

 

事業実施機関への指導 都道府県ごとに事業実施機関を設置し就業支援フェ

ア、長期研修等の事業を実施 

 

漁業現場研修（長期研修） 沿岸漁業研修生     ３９４名 

沖合・遠洋漁業研修生   ３４名  計 ４２８名 

 

漁業ガイダンス等の開催 水産・海洋系高校 ２４回（２１校） 

水産系専門学校   １回（６月２４日） 

私立普通高校    １回（１１月２２日） 

自衛隊       ３回（東京２回、名古屋１回） 

刑務所       １回（６月４日） 

函館少年刑務所漁業フォーラム 

 

調査関係 新規漁業就業者数調査（大臣許可分） 

水産高校卒業生 漁業就業定着状況調査 

漁業ガイダンス参加者アンケート（ガイダンス参加生

徒対象） 

 

（３）「漁業労働安全確保総合支援事業」では各地で漁船安全に係る講習会を実施した。 

 

事業名 補助金 実施期間 

漁業労働安全確保総合支援事業 予算額   7,548 千円 

実績額   6,344 千円 

国庫返納金 1,204 千円 

 

平成３１年４月１日～ 

令和２年３月３１日 

 

項  目 内  容 

安全点検マニュアル作成普及等検

討委員会 

第１回 令和元年 ５月２３日  

第２回 令和２年 ２月１９日  

カイゼン講習会 

 

安全責任者養成講習会 

  

開催回数   １３回 

受講者数  ２４８名 

開催回数    ８回 

受講者数   ２５名 

 


